
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）
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市民学芸員の会は、「市民学芸

員養成講座」の受講者らが、郷

土資料館を拠点に、市の歴史

を学習し、魅力を引き出し、発展

に寄与することを目的として2年

前に発足しました。この2年間

の活動には、稲吉宿周辺の案内

看板の設置やパンフレットの作

成、風返し古墳群の整備、雪入

山系の古道の案内などがありまし

た。市は、素晴しい文化的資源

が数多く残っています。平成26

年度は、郷土資料館で講師とし

て、今まで学んできたことや市の

歴史・文化などを紹介する予定

になっていますので、「マナビィか

すみがうら」をご覧になり、受講し

ていただけたら、うれしく思います。

［深井征一郎］

》 市民学芸員雑記帳
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》 写真で振り返る合併 10 年
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「かすみがうら市」誕生の日の平成

17年3月28日、千代田庁舎、霞ヶ

浦庁舎それぞれで催された開庁

式。郡司豊廣市長職務執行者・

鈴木三男前千代田町長・市議会

議員（いずれも当時）などにより除幕

式やテープカットが行われました。

▼創刊号より抜粋

千代田庁舎開庁式での

テープカット

My Town Topics

今月のスマイル

春 親子ふれあいハイキング

を感じながらハイキング

ま
ちのわだい

晴 市内13小学校で卒業式

れやかな門出

別 市立4保育所で修了式

れと出会いの新しい季節

　3月 1日、「親子ふれあいハイキング」が行われ、親

子 30組 96人が参加しました。ハイキングは、のど

かな田園地帯を自分の足で歩き、農園で旬のイチゴ狩

りを楽しみながら、親子のふれあいや友だちの輪を広

げることの出来た一日となりました。参加者は「お父さ

ん、お母さんと楽しく歩けました」と話してくれました。

　3月 26日、市立保育所で修了式が行われ、園児た

ちが楽しい思い出いっぱいの保育所から巣立ちまし

た。わかぐり保育所では、園児32人が修了式にのぞ

み、先生から名前を呼ばれた園児らは、元気よく返

事をして所長先生から修了証書を受け取った後、希

望に満ちた顔で小学校での目標や夢を発表しました。

　3月 19日、市内13小学校で卒

業式が行われ、 計416人の児童

が慣れ親しんだ学び舎から旅立ち

ました。志士庫小学校（押野豊光

校長・児童数70人）では、卒業生

13人一人ひとりに校長先生から

卒業証書が手渡され、「夢や希望

を持ち続けてください」「心の顔を

磨いてください」「友達を大切に

してください」と門出を迎えた卒業

生らに３つの言葉が贈られました。

扌「おいしい」「あま～い」と参加した子どもたちは大喜び

➡小学校へ行っても友だちたくさん作って頑張ります

➡真新しい中学校の制服姿に身を包んだ卒業生たちが卒業証書を受け取りました
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北中学校
　▶創立　昭和３３年

～ありがとう　僕たち私たちの学び舎～

母校に感謝の別れ

　3月29日、4月に統合し霞ヶ浦中学校となった北中学校と南中学校でそれぞれ閉校式が行われました。北中学校は

創設から55年で 6,441人、南中学校は創設から54年で 8,120人の卒業生を送り出しました。

　各中学校で在校生や卒業生、地域の皆さんなど、計770人が集まり思い出が詰まった学び舎との別れを惜しみました。

式典では、思い出を振り返るスライドショーの上映などが行われ、両校とも校長による校旗返納で、その歴史に幕を

閉じました。

南中学校
　▶創立　昭和３４年

一緒に過ごした楽しい時間
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人生の中でも貴重な時間

記憶の中に刻まれている懐かしい時間


